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女子学生における生活習慣が心身症状および自尊感情に及ぼす影響
石川 拓次，永石 喜代子，大野 泰子
Effect of Lifestyle on Self-Esteem and Psychosomatic Diseases
in Female Junior College Students.
Takuji Ishikawa, Kiyoko Nagaishi, Yasuko Ohno
Summary
The aim of this study was to investigate the effect of lifestyle on self-esteem and
psychosomatic diseases in female junior college students. Subjects were 113 female junior
college students (mean age 19.1±3.2 yr) They answered a questionnaire about lifestyle,
psychosomatic diseases, and self-esteem. The questionnaire about lifestyle considered
nutrition, hours of sleep, hours of watching TV, hours of using PCs and mobile telephones,
and use of luxury goods. The questionnaire about psychosomatic diseases evaluated mental
health, cardiology, gastroenterology, ophthalmology, orthopedics, and gynecology. The
self-esteem questionnaire required the subjects to choose only one answer from four
choices: “strongly applies” to “does not apply at all,” which had numerical ratings from 4 to
1. A total point score was then calculated for each subject.
Self-esteem scores were significantly higher in subjects who lived by themselves than in
subjects who lived with their families (p<0.01); in smoking than in non-smoking subjects
(p<0.05); and in subjects with high psychosomatic disease scores compared with subjects
with low scores (p<0.05). Subjects with high psychosomatic disease scores had significantly
lower nutrition scores compared to subjects with low psychosomatic disease scores
(p<0.01).
In conclusion, these results indicate that sufficient nutrition intake was stabilized the

































対象は、鈴鹿短期大学に所属する女子学生 113 名（平均年齢 19.1±3.2 歳）であった。被
験者に対して、本研究の目的および意義を口頭および文書にて説明を行い、同意を得た。
２・２．調査方法および期間
調査は、Google ドキュメントによる Web アンケート調査法にて行った。調査期間は、平















ヒーの 13 食品の 1 週間の摂取頻度について調査した。回答は、「毎日食べる」から「まったく
食べない」の 5 件法の単一回答とし、最も肯定的な回答を 5 点とし、以下 1 点ずつ減点した。
13 項目の食品を、全 13 食品群（1．～13.）、主要 9 食品群（1.～9．）、カルシウム関連 3 食品
群（1.～3.、以下 Ca 関連 3 食品）および嗜好品群（10．～13．）に分類し、各群で合計点を算
出した。それぞれの群の合計点の平均点を算出し、食品摂取の上位群と下位群に分類して比較
検討した。その他の設問については、4 件法から 5 件法による単一回答とし、得られた回答を
カテゴリーに分類し、比較検討した。
表１－２ 生活習慣に関する調査項目








1.毎日食べる 2.週 5～6 日食べる 3.週 3～4 日食べる 4.週 1～2 日食べる 5.全く食べない
⑤今日の朝食摂取内容(複数回答可）
1.ごはん 2.パン 3.シリアル 4.肉 5.魚 6.卵 7.納豆 8.果物 9.牛乳 10.ジュース 11.乳製品
⑥1 日の食事回数 1.1 回 2.2 回 3.3 回 4.不規則
⑦糖質（ご飯・パン・麺類）摂取頻度 1.毎食 2.1 日 2 食 3.1 日 1 食 4.全く食べない
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⑧食品摂取頻度
No. 食品目 選 択 肢
1. 牛乳 1.毎日 2.週 5～6 日 3.週 3～4 日 4.週 1～2 日 5.全く食べない
2. 乳製品 1.毎日 2.週 5～6 日 3.週 3～4 日 4.週 1～2 日 5 全く食べない
3. 小魚類 1.毎日 2.週 5～6 日 3.週 3～4 日 4 週 1～2 日 5 全く食べない
4. 海藻類 1.毎日 2.週 5～6 日 3.週 3～4 日 4 週 1～2 日 5 全く食べない
5. 大豆製品 1.毎日 2.週 5～6 日 3.週 3～4 日 4 週 1～2 日 5 全く食べない
6. 緑黄色野菜 1.毎日 2.週 5～6 日 3.週 3～4 日 4 週 1～2 日 5 全く食べない
7. きのこ類 1.毎日 2.週 5～6 日 3.週 3～4 日 4 週 1～2 日 5 全く食べない
8. 肉・魚・卵 1.毎日 2.週 5～6 日 3.週 3～4 日 4 週 1～2 日 5 全く食べない
9. 果物 1.毎日 2.週 5～6 日 3.週 3～4 日 4 週 1～2 日 5 全く食べない
10. スナック菓子 1.毎日 2.週 5～6 日 3.週 3～4 日 4 週 1～2 日 5 全く食べない
11. 清涼飲料水 1.毎日 2.週 5～6 日 3.週 3～4 日 4 週 1～2 日 5 全く飲まない
12. アルコール 1.毎日 2.週 5～6 日 3.週 3～4 日 4 週 1～2 日 5 全く飲まない








⑬週間アルバイト日数 1.毎日 2.週 5～6 日 3.週 3～4 日 4.週 1～2 日 5.していない
⑭1 日の喫煙習慣 1.吸わない 2.10 本未満 3.11～20 本未満 4.20 本以上








りの平均値を算出することによって行った。全項目においては、症状あり 15 項目以上と 14 項
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○33 この 1 年で体重が 3kg 以上減りましたか？
体格






































































14 項目以下 5 47
0.942 n.s.
15 項目以上 3 58
メンタル系項目
4 項目以下 3 41
0.007 n.s.
5 項目以上 5 64
婦人科系項目
1 項目以下 3 63
1.549 n.s.
2 項目以上 5 42
身体症状系項目
10 項目以下 5 56
0.251 n.s.
11 項目以上 3 49
睡眠時間 6 時間未満 6 時間以上 χ２値 有意差
全項目
14 項目以下 16 36
0.597 n.s.
15 項目以上 23 38
メンタル系項目
4 項目以下 13 31
0.787 n.s.
5 項目以上 26 43
婦人科系項目
1 項目以下 19 47
2.301 n.s.
2 項目以上 20 27
身体症状系項目
10 項目以下 17 44
2.589 n.s.
11 項目以上 22 30
携帯電話使用時間 3 時間未満 3 時間以上 χ２値 有意差
全項目
14 項目以下 32 20
2.760 p=0.10*
15 項目以上 28 33
メンタル系項目
4 項目以下 28 16
3.213 p=0.07*
5 項目以上 32 37
婦人科系項目
1 項目以下 39 27
2.289 n.s.
2 項目以上 21 26
身体症状系項目
10 項目以下 37 24
3.041 p=0.08
11 項目以上 23 29
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心身症状項目
テレビ視聴時間 2 時間未満 2 時間以上 χ２値 有意差
全項目
14 項目以下 30 22
0.147 n.s.
15 項目以上 33 28
メンタル系項目
4 項目以下 27 17
0.920 n.s.
5 項目以上 36 33
婦人科系項目
1 項目以下 37 29
0.006 n.s.
2 項目以上 26 21
身体症状系項目
10 項目以下 34 27
0.000 n.s.
11 項目以上 29 23
パソコン使用時間 45 分未満 45 分以上 χ２値 有意差
全項目
14 項目以下 25 27
0.660 n.s.
15 項目以上 34 27
メンタル系項目
4 項目以下 26 18
1.367 n.s.
5 項目以上 33 36
婦人科系項目
1 項目以下 30 36
2.904 p=0.08
2 項目以上 29 18
身体症状系項目
10 項目以下 29 32
1.159 n.s.
11 項目以上 30 22




14 項目以下 25 27
0.337 n.s.
15 項目以上 26 35
メンタル系項目
4 項目以下 20 24
0.003 n.s.
5 項目以上 31 38
婦人科系項目
1 項目以下 32 34
0.720 n.s.
2 項目以上 19 28
身体症状系項目
10 項目以下 30 31
0.877 n.s.
11 項目以上 21 31




14 項目以下 50 2
1.531 n.s.
15 項目以上 55 6
メンタル系項目
4 項目以下 42 2
0.703 n.s.
5 項目以上 63 6
婦人科系項目
1 項目以下 62 4
0.250 n.s.




10 項目以下 58 3
0.942 n.s.
11 項目以上 47 5




14 項目以下 17 35
0.826 n.s.
15 項目以上 25 36
メンタル系項目
4 項目以下 16 28
0.020 n.s.
5 項目以上 26 43
婦人科系項目
1 項目以下 27 39
0.951 n.s.
2 項目以上 15 32
身体症状系項目
10 項目以下 21 40
0.427 n.s.




















食事回数 2 回以下 3 回以上 χ２値 有意差
心身症状項目
全項目
14 項目以下 9 43
1.767 n.s.
15 項目以上 17 44
メンタル系項目
4 項目以下 6 38
3.573 n.s.
5 項目以上 20 49
婦人科系項目
1 項目以下 13 53
0.983 n.s.
2 項目以上 13 34
身体症状系項目
10 項目以下 11 50
1.853 n.s.
11 項目以上 15 37
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心身症状項目
朝食摂取状況 週 4 回以下 週 5 回以上 χ２値 有意差
全項目
14 項目以下 9 43
0.287 n.s.
15 項目以上 13 48
メンタル系項目
4 項目以下 8 36
0.076 n.s.
5 項目以上 14 55
婦人科系項目
1 項目以下 12 54
0.168 n.s.
2 項目以上 10 37
身体症状系項目
10 項目以下 10 51
0.800 n.s.
11 項目以上 12 40
炭水化物摂取状況 2 食以下 3 食以上 χ２値 有意差
全項目
14 項目以下 23 29
0.781 n.s.
15 項目以上 22 39
メンタル系項目
4 項目以下 18 26
0.035 n.s.
5 項目以上 27 42
婦人科系項目
1 項目以下 26 40
0.012 n.s.
2 項目以上 19 28
身体症状系項目
10 項目以下 26 35
0.434 n.s.
11 項目以上 19 33
食品摂取頻度（全項目） 40 点以下 41 点以上 χ２値 有意差
全項目
14 項目以下 20 32
4.744 *
15 項目以上 36 25
メンタル系項目
4 項目以下 16 28
5.018 *
5 項目以上 40 29
婦人科系項目
1 項目以下 28 38
3.230 n.s.
2 項目以上 28 19
身体症状系項目
10 項目以下 27 34
1.487 n.s.
11 項目以上 29 23
食品摂取頻度（Ca 関連） 6 点以下 7 点以上 χ２値 有意差
全項目
14 項目以下 23 29
4.401 *
15 項目以上 39 22
メンタル系項目
4 項目以下 22 22
0.689 n.s.
5 項目以上 40 29
婦人科系項目
1 項目以下 32 34
2.610 n.s.




10 項目以下 29 32
2.873 n.s.
11 項目以上 33 19
食品摂取頻度（主要） 25 点以下 26 点以上 χ２値 有意差
全項目
14 項目以下 22 30
3.787 n.s.
15 項目以上 37 24
メンタル系項目
4 項目以下 17 27
5.323 *
5 項目以上 42 27
婦人科系項目
1 項目以下 28 38
6.093 *
2 項目以上 31 16
身体症状系項目
10 項目以下 29 32
1.159 *
11 項目以上 30 22
食品摂取頻度（嗜好品） 15 点以下 16 点以上 χ２値 有意差
全項目
14 項目以下 21 31
1.643 n.s.
15 項目以上 32 29
メンタル系項目
4 項目以下 18 26
1.039 n.s.
5 項目以上 35 34
婦人科系項目
1 項目以下 26 40
3.592 n.s.
2 項目以上 27 20
身体症状系項目
10 項目以下 23 38
4.503 *





23.5±4.7 点、一人暮らし群 27.5±4.4 点であり、有意差がみられた（p＜0.05）。平均睡眠時間
では、6 時間未満群 23.7±5.0 点、6 時間以上群 23.8±4.8 点であり、有意差はみられなかった。
携帯電話使用時間では、3 時間未満群 24.2±5.2 点、3 時間以上群 23.3±4.3 点であり、有意差
はみられなかった。テレビ視聴時間では、2 時間未満群 23.6±5.6 点、2 時間以上群 24.1±3.7
点であり、有意差はみられなかった。パソコン使用時間では、45 分未満群 24.3±4.1 点、45
分以上群 23.2±5.5 点であり、有意差はみられなかった。アルバイト実施状況では、未実施群
23.5±4.6 点、実施群 24.0±5.0 点であり、有意差はみられなかった。喫煙習慣では、習慣なし
群 23.5±4.8 点、習慣あり群 27.8±3.2 点であり、有意差がみられた（p＜0.01）。運動習慣で






23.5 ± 4.7 27.5 ± 4.4 *
睡眠時間
6 時間未満 6 時間以上 有意差
23.7 ± 5.0 23.8 ± 4.8 n.s.
携帯電話使用時間
3 時間未満 3 時間以上 有意差
24.2 ± 5.2 23.3 ± 4.3 n.s.
テレビ視聴時間
2 時間未満 2 時間以上 有意差
23.6 ± 5.6 24.1 ± 3.7 n.s.
パソコン使用時間
45 分未満 45 分以上 有意差
24.3 ± 4.1 23.2 ± 5.5 n.s.
アルバイト
していない している 有意差
23.5 ± 4.6 24.0 ± 5.0 n.s.
喫煙習慣
習慣あり 習慣なし 有意差
27.8 ± 3.2 23.5 ± 4.8 **
運動習慣
習慣なし 習慣あり 有意差





24.9±4.7 点、3 回以上群 23.5±4.8 点であり、有意差はみられなかった。朝食摂取頻度では、
週 4 日以下群 24.8±4.6 点、週 5 回以上群 23.5±4.9 点であり、有意差はみられなかった。食
品摂取頻度の全項目では、40 点以下群 23.5±4.6 点、41 点以上群 24.1±5.1 点であり、有意差
はみられなかった。食品摂取頻度の Ca 関連 3 食品では、6 点以下群 23.5±4.6 点、7 点以上群
24.1±4.4 点であり、有意差はみられなかった。食品摂取頻度の主要食品では、25 点以下群 23.5
±4.7 点、26 点以上群 24.1±5.0 点であり、有意差はみられなかった。食品摂取頻度の嗜好品





2 回以下 3 回以上 有意差
24.9 ± 4.7 23.5 ± 4.8 n.s.
朝食摂取状況
週 4 回以下 週 5 回以上 有意差
24.8 ± 4.6 23.5 ± 4.9 n.s.
栄養摂取状況
食品摂取頻度（全項目）
40 点以下 41 点以上 有意差
23.5 ± 4.6 24.1 ± 5.1 n.s.
食品摂取頻度（Ca 関連）
6 点以下 7 点以上 有意差
23.5 ± 5.2 24.1 ± 4.4 n.s.
食品摂取頻度（主要）
25 点以下 26 点以上 有意差
23.5 ± 4.7 24.1 ± 5.0 n.s.
食品摂取頻度（嗜好品）
15 点以下 16 点以上 有意差
23.8 ± 4.3 23.8 ± 5.3 n.s.
３・４．心身症状における自尊感情の比較
心身症状における自尊感情の比較の結果を表６に示した。全項目では、14 項目以下群 24.5
±4.7 点、15 項目以上 23.1±4.9 点であり、有意差はみられなかった。メンタル系項目では、4
項目以下群 25.5±5.0 点、5 項目以上 22.7±4.9 点であり、有意差がみられた（p＜0.01）。婦人
科系目では、1 項目以下群 24.0±5.1 点、2 項目以上 23.5±4.5 点であり、有意差はみられなか





14 項目以下 15 項目以上 有意差
24.5 ± 4.7 23.1 ± 4.9 n.s.
メンタル系項目
4 項目以下 5 項目以上 有意差
25.5 ± 5.0 22.7 ± 4.9 **
婦人科系項目
1 項目以下 2 項目以上 有意差
24.0 ± 5.1 23.5 ± 4.5 n.s.
身体症状系項目
10 項目以下 11 項目以上 有意差







感情であるとされる 1)。まず、被験者全体の自尊感情についてみると、全 10 項目の総合得点の
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